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図表１　国保財政運営の役割分担

町は加入者から国保税を集め、
県に「納付金」を納めます。
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付
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付
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費
用
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保
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付
金
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付
金

県は市町村が支払う納付金や
公費を財源にして、保険給付
に必要な費用の全額を市町村
に交付します。
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
す
る

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
誰
も
が
少
な
い
負
担
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
同

士
が
互
い
に
助
け
合
う
相
互
扶
助

の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
平
均
で
一
人
当
た
り
３
４
０
円
、
一
世
帯
当
た
り
３
２
８
２
円
の
減
税

国
保
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
税
率
が
６
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
基
金
（
預
金
）
か
ら
減
税
財
源
を
計
画
的
に
充
当
し
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
と
県
が
協
力
し
て
運
営

国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
基
盤
と
な
る
仕
組
み
で

す
が
、「
高
齢
者
の
加
入
割
合
が

高
く
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

高
い
」「
財
政
基
盤
が
不
安
定
」

と
い
っ
た
構
造
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
市

町
村
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
の

保
険
者
に
な
り
、
協
力
し
て
運
営

を
担
い
、
安
定
的
な
財
政
運
営
と

効
率
的
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

（
図
表
１
を
参
照
）。

県
の
役
割

　

県
は
、
市
町
村
か
ら
の
国
保
事

業
費
納
付
金
（
以
下
、
納
付
金
）

や
国
の
補
助
金
等
を
財
源
と
し
て

保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を
全

額
、
各
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
市
町
村
事
務
の
効
率
化

を
図
る
な
ど
、
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

町
の
役
割

　

こ
れ
ま
で
通
り
、
被
保
険
者

証
（
以
下
、
保
険
証
）
の
交
付
事

務
や
保
険
給
付
な
ど
の
申
請
・
届

出
、
国
保
税
の
課
税
・
徴
収
、
特

定
健
診
な
ど
の
保
健
事
業
は
、
引

き
続
き
町
役
場
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
保
税
な
ど
を
財
源

に
県
へ
納
付
金
を
納
付
し
ま
す
。

税
率
と
税
額
の
算
定

　

国
保
税
は
、
①
国
保
加
入
者
の

医
療
費
の
状
況
に
よ
っ
て
決
め
る

「
医
療
分
」、
②
国
全
体
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
の
状

況
に
よ
っ
て
決
め
る
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」、
③
国
全
体
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
状
況
で
決
め
る

「
介
護
保
険
分
」
の
３
つ
の
区
分

で
必
要
額
を
算
定
し
、
税
率
を
決

定
し
ま
す
。

　

国
保
税
必
要
額
は
、
県
が
各
市

町
村
の
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

等
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
納
付
金

な
ど
の
歳
出
総
額
か
ら
、
国
が
市

町
村
に
交
付
す
る
補
助
金
な
ど
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
額
は
、
３
つ
の
区
分

ご
と
に
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等

（
世
帯
）
割
の
３
方
式
で
算
定
さ

れ
ま
す
。

　

国
保
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
県
が
国
保
財
政
の
運
営
主
体

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に

は
県
統
一
に
向
け
た
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
税
率
と
税
額

医
療
分
＝
納
付
金
や
保
健
事
業

費
等
の
支
出
費
用
か
ら
国
保
税
の

必
要
額
を
算
出
し
、
税
率
を
算
定

し
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
所
得
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
加

入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

基
金
か
ら
計
画
的
に
繰
入
し
て
い

る
４
０
０
万
円
に
加
え
、
さ
ら
に

５
０
０
万
円
を
上
乗
せ
し
て
減
税

財
源
と
し
ま
し
た
。
今
後
も
将
来

的
な
国
保
税
の
県
統
一
化
を
見
据

え
、
計
画
的
に
基
金
を
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
＝
75
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
経
費
を
国
全
体
で
賄
う

た
め
、
国
保
で
も
一
定
割
合
を
負

担
し
て
い
ま
す
。
県
が
示
し
た
納

付
金
を
基
に
算
定
し
た
結
果
、
引

き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
分
＝
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
国
保
加
入
者
は
、
介
護
保

険
料
を
国
保
税
と
し
て
納
め
て
い

ま
す
。
県
が
示
し
た
納
付
金
を
基

に
算
定
し
、
加
入
者
数
の
減
少
や

国
全
体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
増

加
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
で
算
定
し
た

結
果
、
昨
年
と
比
較
し
て
、
１
人

当
た
り
の
平
均
負
担
額
は
３
４
０

円
、
１
世
帯
当
た
り
の
平
均
負
担

額
は
３
２
８
２
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

図表２　令和３年度の税率と税額 ※（　　）内は前年度比

区分 説明 医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 全体の税額に

占める割合

所得割 国保加入者の前年の所得に応じ
て計算

6.32㌫
（－ 0.43㌽）

2.77㌫
（－ 0.13㌽）

3.37㌫
（＋ 0.53㌽）

49㌫
（± 0㌽）

均等割 国保加入者１人当たりの負担額 22,000 円
（－ 400 円）

9,600 円
（± 0円）

15,600 円
（＋ 4,500 円）

35㌫
（± 0㌽）

平等割 １世帯当たりの負担額 15,600 円
（－ 900 円）

7,000 円
（－ 200 円）

8,200 円
（＋ 2,400 円）

16㌫
（± 0㌽）

区分 医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 計

1 人当たりの平均負担額 50,469 円
（－ 4,432 円）

21,739 円
（－ 1,675 円）

32,624 円
（＋ 5,767 円）

104,832 円
（－ 340 円）

１世帯当たりの平均負担額 77,009 円
（－ 7,475 円）

33,171 円
（－ 2,859 円）

37,613 円
（＋ 7,052 円）

147,793 円
（－ 3,282 円）

健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

町
で
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
向
け
、各
種
健
（
検
）

　

毎
年
８
月
に
国
民
健
康
保
険
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

の
一
斉
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
末
ま

で
に
世
帯
主
（
後
期
高
齢
者
医
療

は
本
人
）
宛
て
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
た
ら
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、

直
接
、
町
役
場
健
康
増
進
課
へ
返

却
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

グラフ１　町の平均負担額の推移保
険
証
の
更
新
と
返
却

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
保

の
特
定
健
診
は
、
１
年
に
１
回

７
７
０
０
円
相
当
の
検
査
を
無
料

で
受
け
ら
れ
、
自
身
の
体
の
状
態

が
確
認
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
全
般
に
対
す

る
健
康
意
識
の
向
上
と
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定

の
習
慣
化
と
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
手

帳
」
の
取
り
組
み
を
セ
ッ
ト
で
推

進
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

●
国
保
税
に
つ
い
て

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

●
保
険
証
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２
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自衛隊と地域のかけ橋として活動

自衛官募集相談員を委嘱自衛官募集相談員を委嘱
　５月 21 日、自衛官募集相談員辞令交付式が町役場で行

われ、佐藤政雄さん（出ヶ原・写真左２番目）と斎藤光男

さん（萱本・同３番目）を委嘱しました。式では、薄町長

と自衛隊福島地方協力本部の佐藤由則副本部長から委嘱状

が渡されました。

　自衛官募集相談員は、自衛隊と地域のかけ橋として、志

願者の相談に応じるほか，募集ポスター掲示の支援をする

など、自衛官募集に関する広報活動を行います。

さまざまな分野でのデジタル変革を推進

ＮＴＴドコモと連携協定を締結ＮＴＴドコモと連携協定を締結
　町では、５月 24 日株式会社ＮＴＴドコモと「西会津町デジタ

ル戦略」に基づくまちづくり連携協定を締結しました。この協定

は、町のデジタル変革を推進し、地域の課題解決や行政サービス

などの向上を図り、将来にわたり持続可能な西会津町を実現する

ことを目的としています。

　協定調印式はリモートで行われ、薄町長とＮＴＴドコモ東北支

社の芦川隆範執行役員東北支社長が協定書に署名しました。

東北地方では初、西会津の「音」を世界に発信

「音」を通じた地域資源活用に関する連携協定を締結「音」を通じた地域資源活用に関する連携協定を締結
　町では、株式会社オーディオストック、株式会

社官民連携事業研究所、にしあいづ観光交流協会

と５月 25 日に連携協定を締結し、自然の音を活

用した地域資源の振興事業を進めていきます。

　これは、町内で録音した川や雪の降り積もる

音、カエルや虫の鳴き声などを、一般向けに

Apple Music や LINE Music など約 60 の媒体を通

して、世界に西会津の音を配信するほか、映画や

ドラマを作る企業・団体などにも配信するという

　町とＮＴＴドコモは、これまでセンサーカメラなど情報通信技術を活用した有害鳥獣対策といった、農業分

野を中心に連携し取り組んできました。今後は産業や暮らしなどさまざまな分野でのデジタル変革や、新たな

技術の実証などにも連携して取り組み、中山間地域のモデルとなるようなまちづくりを進めていきます。

取り組みです。観光地の新たな側面として「音」を発信し、観光振興、移住定住、文化保存、イベント時のＢ

ＧＭなどに活用していきます。なお、６月から音の収集を行い、７月以降の配信開始を予定しています。

　

６
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
３
年
第
４
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
議
案
11
件
お
よ
び
報
告
４
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主

要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
11
件
、
報
告
４
件
を
審
議
・
可
決

６
月
町
議
会
定
例
会
報
告

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
に
つ
い
て 

―
―

　

５
月
18
日
〜
25
日
に
計
４
回
行

わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
、
町
内
在
住
の

介
護
老
人
保
健
施
設
「
憩
の
森
」

の
利
用
者
４
名
を
含
む
９
名
の
陽

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者

の
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
老
健
「
憩

の
森
」
で
は
、
職
員
お
よ
び
利
用

者
へ
の
継
続
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
施
設
内
の

感
染
拡
大
防
止
と
安
全
に
施
設
運

営
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
会
津
保

健
所
や
医
療
機
関
な
ど
か
ら
医
師

や
専
門
職
員
の
派
遣
・
指
導
を
受

け
、
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆  

西
会
津
町
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
条
例
の
制
定
＝
旧
芝

草
保
育
所
施
設
を
改
修
し
て
開

設
す
る
「
西
会
津
町
子
育
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
」
の
施
設
名

称
、
位
置
お
よ
び
管
理
な
ど
に

つ
い
て
定
め
る
新
た
な
条
例
を

制
定

◆ 

町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＝
県
要
綱
に
あ
る
対
象
児
童
の

定
義
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
＝
国
保
加
入
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
国
保
運
営

基
金
の
活
用
お
よ
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

考
慮
し
た
減
税
の
た
め
の
税
率

な
ど
の
変
更

◆ 

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

次
）
＝
山
村
活
性
化
対
策
事
業

に
か
か
る
経
費
の
計
上
な
ど

４
６
８
５
万
８
千
円
を
増
額

◆ 

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
次
）
＝
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
か
か
る
経
費
を
計
上

　

ま
た
、
町
の
主
な
対
策
と
し
て

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
町
内
で

の
新
た
な
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
と
、
感
染
予
防
対
策
の
強

化
、
不
要
不
急
の
往
来
の
自
粛
、

陽
性
者
や
そ
の
家
族
へ
の
誹
謗
中

傷
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
な
ど

の
内
容
を
放
送
し
た
ほ
か
、
全
戸

配
布
チ
ラ
シ
な
ど
で
注
意
喚
起
を

行
い
ま
し
た
。

山
村
活
性
化
対
策
事
業 

―
―

　

本
事
業
は
、
農
林
産
物
の
消
費

拡
大
を
は
じ
め
、
域
外
へ
の
販
売

促
進
、
付
加
価
値
の
向
上
な
ど
を

通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
特
色
あ
る
地
域
資
源
の
潜
在

力
を
再
評
価
し
、
こ
れ
を
地
域
ぐ

る
み
で
活
用
す
る
た
め
の
組
織
づ

く
り
、
さ
ら
に
は
地
域
産
品
づ
く

り
、
販
売
促
進
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
支

援
す
る
国
の
補
助
事
業
で
す
。

　

町
で
は
、
本
事
業
で
西
会
津
産

の
米
に
特
化
し
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
た
新
商
品
開
発
、
試
作

品
製
造
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
作
の
ほ

か
、
生
産
加
工
・
販
売
体
制
の
確

立
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
訪
問

（
弁
当
配
食
）
事
業 

―
―

　

本
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
不
要
不
急
の
外
出
制
限
な
ど

で
在
宅
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な

り
、
身
体
的
・
精
神
的
に
健
康
へ

の
不
安
を
抱
え
る
80
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
お
よ
び
高
齢
者
の
み
世

帯
の
見
守
り
対
策
と
し
て
、
昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
弁
当
の

配
達
時
に
民
生
児
童
委
員
な
ど
が

健
康
状
態
の
確
認
や
困
り
ご
と
の

相
談
対
応
を
行
い
、
支
援
が
必
要

な
高
齢
者
の
早
期
発
見
や
地
域
課

題
の
把
握
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

弁
当
を
町
内
飲
食
店
か
ら
調
達
す

る
こ
と
で
、
低
迷
す
る
地
域
経
済

の
支
援
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
積
雪
期
前
ま
で
毎

月
１
回
程
度
の
計
画
で
、
初
回
の

４
月
27
日
に
は
４
３
２
食
を
配
食

し
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策 

―
―

　

町
で
は
、
わ
な
猟
免
許
取
得
を

積
極
的
に
推
進
し
た
結
果
、
免
許

取
得
者
が
増
加
し
、
今
年
４
月
13

日
に
、
59
名
の
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
に
対
し
辞
令
交
付
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
効
果
的
な
捕
獲
体
制
の
構

築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
電
気

柵
な
ど
の
設
置
に
対
す
る
支
援

や
、
集
落
周
辺
の
環
境
整
備
に
よ

る
出
没
抑
制
な
ど
の
複
合
的
な
対

策
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
安
心
の
確
保
と
農
作
物
へ
の
被

害
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▲  ケーブルテレビなどで町長メッ▲  ケーブルテレビなどで町長メッ
セージを放送しましたセージを放送しました
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